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成田ゆかりの人物伝（23）【三池照鳳】

三
池
照
鳳
（
み
い
け
　
し
ょ
う
ほ
う
）

成
田
市
仲
町
に
生
ま
れ
る
。
９
歳
で
成
田
山
に

入
り
、
35
歳
の
若
さ
で
第
14
世
新
勝
寺
貫
首
と
な

る
。成

田
鉄
道
の
敷
設
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
教
育

事
業
に
も
熱
心
で
成
田
英
漢
義
塾
（
現
成
田
高
校
）

を
設
立
し
、
千
葉
に
あ
っ
た
矯
正
教
護
施
設
を
成

田
山
感
化
院
（
現
成
田
学
園
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

「
汽
笛
一
声
新
橋
を
は
や
我
汽
車
は
離
れ
た

り
―
」
と
、
鉄
道
唱
歌
に
歌
わ
れ
た
日
本
で

初
め
て
の
鉄
道
が
開
業
し
た
の
は
、
明
治
５

年
（
一
八
七
二
）
９
月
、
開
通
式
に
臨
席
さ

れ
た
明
治
天
皇
が
新
橋
―
横
浜
間
を
乗
車
さ

れ
た
日
が
始
ま
り
で
あ
る
。

そ
の
後
、
同
22
年
７
月
に
東
海
道
本
線
が

全
通
、
新
橋
―
大
阪
間
は
19
時
間
で
結
ば
れ

た
。下

っ
て
同
26
年
７
月
、
千
葉
県
下
埴
生
郡

成
田
町
（
現
在
の
成
田
市
）
で
三
池
照
鳳
他

23
名
の
発
起
人
に
よ
る
下
総
鉄
道
が
資
本
金

50
万
円
を
も
っ
て
、
総
武
鉄
道
駅
の
佐
倉
か

ら
成
田
を
経
て
佐
原
に
至
る
鉄
道
免
許
を
申

請
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
鉄
道
建
設
の
経
緯
に
つ
い
て
、『
成
田

鉄
道
線
全
通
　
成
田
線
一
世
紀
』（
大
貫
晴
美

著
）
に
よ
れ
ば
「
成
田
線
は
明
治
30
年
１
月

三
池
照
鳳
ら
が
結
束
し

成
田
鉄
道
の
免
許
を
取
得

19
日
の
成
田
―
佐
倉
間
の
開
通
に
始
ま
り
ま

す
が
、
そ
の
発
足
は
明
治
26
年
７
月
、
佐
倉

―
佐
原
間
の
建
設
計
画
を
出
願
し
た
下
総
鉄

道
に
始
ま
り
ま
す
。
下
総
鉄
道
と
は
成
田
山

新
勝
寺
の
ご
住
職
、
三
池
照
鳳
氏
を
中
心
と

す
る
23
名
の
有
志
が
計
画
結
束
し
た
鉄
道
で
、

時
を
同
じ
く
し
て
佐
倉
―
佐
原
間
を
出
願
し

た
総
武
鉄
道
と
競
願
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
時
の
千
葉
県
知
事
は
『
総
武
鉄

道
は
こ
の
建
設
計
画
を
下
総
鉄
道
に
譲
る
こ

と
。
下
総
鉄
道
は
免
許
状
を
得
て
か
ら
２
カ

年
以
内
に
竣
工
し
な
さ
い
。
も
し
そ
う
で
な

い
と
き
は
、
総
武
鉄
道
が
そ
の
既
成
部
分
を

借
り
受
け
て
営
業
し
、
実
際
費
額
の
１
０
０

分
の
４
に
あ
た
る
借
料
を
支
払
い
、
も
し
下

総
鉄
道
が
会
社
成
立
に
至
ら
な
か
っ
た
と
き

は
、
敷
設
権
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
総
武
鉄

道
が
譲
り
受
け
る
』
旨
を
協
定
さ
せ
た
の
で

し
た
。
こ
う
し
て
下
総
鉄
道
は
明
治
27
年
７

月
25
日
に
仮
免
状
を
受
け
、
翌
28
年
８
月
22

日
、
社
名
を
成
田
鉄
道
と
改
め
、
８
月
30
日

に
認
可
さ
れ
た
も
の
で
す
。」
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
経
過
で
見
る
限
り
、
後
か
ら
発
足
し

た
下
総
鉄
道
が
免
許
を
得
た
背
景
に
は
、
社

長
に
小
倉
良
則
（
衆
議
院
議
員
）、
株
主
に
三

池
照
鳳
７
５
０
株
、
大
倉
喜
八
郎
６
０
０
株
、

柴
原
和
４
５
０
株
、
と
い
う
そ
う
そ
う
た
る

メ
ン
バ
ー
が
名
を
連
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
て

る
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
の
成
果
で
あ
っ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
当
時
、
町
は
経
済
基
盤
が
貧
弱

で
投
資
力
を
持
た
ず
、
わ
ず
か
に
門
前
町
の

町
民
が
石
井
百
助
70
株
、
諸
岡
勝
太
郎
50
株
、

石
井
愛
之
助
40
株
が
多
い
方
で
、
他
の
町
民

は
20
株
以
下
の
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
成
田
市
史
研
究
第
２
号
）

三
池
照
鳳
は
、
幼
名
を
弘
宣
と
い
っ
た
。

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
８
月
18
日
、
三
池

半
兵
衛
の
長
男
と
し
て
成
田
町
仲
町
（
現
在

の
成
田
市
）
に
生
ま
れ
た
。

幕
末
の
激
動
期
に

江
戸
、
京
都
を
何
度
も
往
復
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安
政
４
年
（
一
八
五
七
）
３
月
21
日
、
９

歳
の
折
、
成
田
山
新
勝
寺
の
照
嶽

し
ょ
う
が
く

上
人
の
室

に
投
じ
、
12
月
12
日
に
得
度
し
た
。

同
５
年
12
月
12
日
、
海
上
郡
の
幸
蔵
寺

こ
う
ぞ
う
じ

に

於
い
て
加
行

け
ぎ
ょ
う

を
勤
修

ご
ん
し
ゅ
う

し
、
慶
応
２
年
（
一
八

六
六
）
２
月
、
18
歳
の
折
、
京
都
智
積
院

ち
し
ゃ
く
い
ん

に

於
い
て
潅
頂

か
ん
じ
ょ
う

を
受
け
た
。
明
治
元
年
に
長
福

寺
の
住
職
と
な
り
、
同
６
年
、
密
蔵
院
の
住

職
に
転
じ
た
。
そ
の
間
、
文
久
２
年
よ
り
明

治
13
年
ま
で
前
後
18
年
間
智
積
院
に
於
い
て

顕
密
二
教

け
ん
み
つ
に
き
ょ
う

を
兼
修
し
た
。（
新
修
成
田
山
史
）

こ
こ
で
智
積
院
と
成
田
山
の
関
係
に
つ
い

て
ふ
れ
る
と
、
成
田
山
に
お
い
て
は
歴
代
僧

正
が
、
智
積
院
を
『
学
山
』、『
智
山
』
と
し

て
修
学
課
程
と
す
る
伝
統
が
あ
り
、
中
興
第

５
世
照
峯

し
ょ
う
ほ
う

、
第
８
世
照
胤

し
ょ
う
い
ん

、
第
11
世
照
嶽
、

第
13
世
照
輪
な
ど
、
い
ず
れ
も
短
い
人
で
６

カ
年
、
長
い
人
は
20
カ
年
に
も
及
ん
で
研
学

に
励
ん
で
い
る
。

も
と
も
と
智
積
院
は
、
紀
州
の
根
来
寺

ね

ご

ろ

じ

か

ら
京
都
に
名
称
を
移
し
、
２
７
０
年
に
及
ぶ

歴
史
を
経
て
新
義
真
言
宗
智
山
派
総
本
山
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
全
盛
期
に
は
70
有
余
の

学
寮
と
１
７
０
０
人
の
学
徒
を
有
し
た
時
代

も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
照
鳳
が
智
積
院
に
学
ん
だ
時
代

は
幕
末
の
動
乱
期
で
あ
り
、
と
て
も
学
業
に

身
を
入
れ
ら
れ
る
時
代
で
は
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
文
久
３
年
（
一
八
六
三
）

土
佐
藩
兵
が
智
積
院
を
屯
所
と
し
て
、
明
治

２
年
に
は
土
佐
藩
の
弾
薬
庫
が
爆
発
し
勧
学

院
を
焼
失
、
同
15
年
に
は
放
火
に
よ
り
金
堂

ま
で
焼
失
す
る
と
い
う
事
態
も
起
こ
っ
て
い

た
。し

か
し
、
照
鳳
が
、
こ
の
激
動
期
に
成
田

か
ら
江
戸
、
京
都
と
何
度
も
往
復
し
た
見
聞

と
体
験
は
、
何
事
に
も
動
じ
な
い
胆
力
や
時

代
の
変
遷
を
見
究
め
る
見
識
を
蓄
え
る
こ
と

に
お
い
て
、
照
鳳
の
豊
か
な
力
と
な
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

江
戸
時
代
、
江
戸
か
ら
成
田
に
来
る
16
里

余
の
旅
は
、
江
戸
か
ら
行
徳
を
経
て
船
橋
に

35
歳
の
若
さ
で

成
田
山
貫
首
の
要
職
に

一
泊
、
大
和
田
、
佐
倉
を
経
由
し
て
成
田
に

至
る
街
道
が
主
で
あ
っ
た
。

明
治
３
年
、
深
川
不
動
堂
の
受
持
人
代
理

と
な
り
、
同
13
年
、
新
勝
寺
副
住
職
と
な
る

間
、
交
通
機
関
は
馬
か
駕
籠

か

ご

の
時
代
で
あ
っ

た
。そ

の
後
東
京
―
成
田
間
に
人
力
車
が
登
場
、

同
12
年
に
は
成
田
の
人
力
車
組
合
の
車
夫
が

90
名
に
の
ぼ
っ
た
。

同
16
年
、
照
鳳
が
35
歳
で
第
14
世
成
田
山

貫
首
の
要
職
に
つ
い
た
年
、
東
京
―
成
田
間

に
乗
合
馬
車
な
る
も
の
が
開
通
し
た
。
日
本

橋
か
ら
成
田
町
上
町
の
薬
師
堂
ま
で
片
道
８

時
間
余
り
、
朝
東
京
を
出
発
す
れ
ば
、
夕
方

に
は
成
田
に
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

参
詣
客
の
便
宜
の
た
め
に
と
目
論
ま
れ
た

事
業
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
晴
れ
れ
ば
埃ほ

こ
り

、

雨
が
降
れ
ば
ぬ
か
る
み
と
化
す
悪
路
で
、
こ

の
馬
車
旅
も
死
ぬ
苦
し
み
の
道
中
と
言
わ
れ
、

女
性
の
日
本
髪
な
ど
は
江
戸
か
ら
成
田
に
着

い
た
時
は
、
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
で
見
る
影
も
な

い
風
情
だ
っ
た
と
い
う
。

照
鳳
は
東
京
や
大
阪
、
京
都
に
お
い
て
見

聞
し
て
き
た
鉄
道
の
敷
設
を
是
非
成
田
に
実

現
し
た
い
と
考
え
た
。
そ
の
中
に
、
東
京
か

ら
佐
倉
ま
で
は
鉄
道
建
設
の
見
通
し
が
つ
い

て
き
た
状
況
が
わ
か
っ
た
。

鉄
道
に
成
田
の
将
来
を
賭
け

活
発
に
運
動
を
展
開

そ
こ
で
こ
の
鉄
道
を
な
ん
と
か
成
田
ま
で

建
設
し
た
い
と
、
こ
の
事
業
に
成
田
の
将
来

を
賭
け
た
照
鳳
は
、
当
時
珍
し
い
２
頭
立
て

の
馬
車
を
こ
し
ら
え
、
県
庁
の
車
寄
せ
に
乗

り
込
む
と
い
っ
た
意
気
込
み
で
、
活
発
に
運

動
を
展
開
し
た
。

当
時
の
県
令
（
現
在
の
県
知
事
）
兵
頭
正ま

さ

懿い

は
舌
を
巻
い
て
「
三
池
さ
ん
、
あ
ん
た
は

僧
侶
に
な
る
よ
り
も
政
治
家
に
な
れ
ば
よ
か

っ
た
」「
敬
服
し
ま
し
た
よ
」
と
言
わ
せ
る
ほ

ど
大
胆
な
演
出
、
政
治
的
手
腕
を
発
揮
し
た
。

こ
う
し
て
照
鳳
は
、
成
田
鉄
道
（
下
総
鉄

道
改
称
）
の
建
設
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。し

か
し
、
そ
の
業
績
は
鉄
道
だ
け
で
な
く
、

成
田
英
漢
義
塾
の
創
設
か
ら
成
田
中
学
（
現

在
の
成
田
高
校
）
へ
の
改
称
発
展
や
千
葉
感

化
院
（
現
在
の
成
田
学
園
）
の
経
営
の
承

継
・
独
立
、
成
田
山
公
園
の
整
備
な
ど
事
業

の
功
績
は
多
方
面
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
27
年
、
照
鳳
は
病
を
得
て
退
穏
、
同

29
年
６
月
３
日
、
49
歳
で
病
没
し
た
。

同
30
年
、
佐
倉
―
成
田
間
の
鉄
道
が
開
通
。

参
詣
客
の
激
増
を
も
た
ら
し
成
田
の
町
は
お

お
い
に
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の

喜
び
の
日
を
見
ず
に
世
を
去
っ
た
照
鳳
に
は

一
入
追
惜
の
思
い
が
深
い
。
し
か
し
、
豪
放

磊
落

ら
い
ら
く

な
人
柄
と
近
代
成
田
の
礎
を
築
い
た
業

績
は
今
も
人
び
と
の
語
り
種
と
し
て
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

（
文
中
敬
称
略
）

成田停車場の構内。右奥に駅舎とプラットホームが見える。
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